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Abstract Species diversity of leafmining microlepidoptera was investigated in “Mt. Mikusa Zephyrus Coppice”, Osaka, 
Japan, from April to November 2007 and from April to October 2008. As a result, a total of 34 species (10 families) were 
collected. On Mt. Mikusa, we found that various leafmining microlepidoptera were present, mainly utilizing deciduous 
broad-leaved fagaceous trees as hosts. In addition, it was thought that the species composition of leafmining microlepidoptera 
was affected, apart from vegetation, by forest management such as logging or weed clearing. 

We conducted a similar survey of leafmining microlepidoptera in the campus of Osaka Prefecture University located in 
the urban area of Sakai city, Osaka from April to October in 2008. On the University campus, 11 species (four families) 
of leafmining microlepidoptera were collected. On the University campus, the species were composed mainly of botanical 
or agricultural pests. Only three species, two nepticulids and a gracillariid, all feeding on trees of the genus Quercus, 
were common to both localities. Since the species composition is characteristic in each locality and affected by various 
types of forest management, it is suggested that leafmining microlepidoptera could serve as an environmental indicator. 
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緒 5 ョ ウ 類 群集 に 与え る 影響 (石井 ら . 1995; 西 中 ら , 2007; 
3 à ! Nishinaka and Ishii, 2006, 2007) P KIRIIN BIT RE 
SE as een EE, RIK), Mët Lite erte 


に 位置 し , その 周辺 に は コナ ラ , クヌギ , ナラ ガ シ ワ な 
SE ナ 科 落葉 広葉 樹 を 主体 と する , か つて 新 炭 林 と し て 
管理 され て いた 里山 林 が 広範 囲 に 残さ れ て いる (石井 ら , 


比較 EHD, 1999), IF ARRRERES SOO al 
査 (大 野 ら , 2000) な ど が 行わ れ て きた が , 成虫 が 微小 で 


GE ETH DEE HAEL CHET 
1995). 三 草山 の 里山 林 に は . ヒ ロ オ ビ ミ ド リ シ ジ ミ Favonius EE つい て は 研究 が 進ん で お ら ず 
cognatus を は じ め と する ミド リ シ ジ ミ ( ゼ フ ィ ル ス ) BS 
ど 比 較 的 明る い 二 次 林 を 好む 落葉 広葉 樹林 性 の 希少 種 を ERE aR IS, 幼虫 期 の 生活 史 の 一 部 また は 全部 を , 葉 


含む 多く の チョ ウ 類 が 生息 する こと が 知ら れ て いる が (A 
FF, 1995; 広渡 , 1997), 近年 化石 燃料 が 新 や 応 と 置き 換 
わっ た こと や 化学 肥料 の 発展 に より 堆肥 用 の 落ち 葉 か き や 
採草 が 行わ れ な く な っ て 里山 林 は 放置 され (石井 ほか , 


の 組織 内 で 過ごす 習 性 を も っ た ガ 類 で ある (広渡 , 
幼虫 が 葉 の 組織 を 摂 食 し て 作る 潜 葉 痕 GIL mine) | 
fl, E, 種 レ ベル で 異な り , EE 


SC TS FY VIIE ott uo free AGT ENT 

. そこ で , 里山 林 の 生物 が 生息 する 自然 環境 の 維持 ・ 管 
目的 と し て , 1992 年 4 月 か ら ナ ラガ シワ が 集中 し て い 
る 南東 斜面 約 14 ha が , トラ スト 事業 地 | 三 草 山 ゼ フィ ル 
ADR) と し て 保全 きれ る こと に な っ た (石井 ら , 1995). 
本 地域 は 同年 9 月 に は 大 阪 府 緑地 保全 条例 に も と づく 自然 
環境 保全 地域 に 指定 され , 1993 年 か ら と くに ネ ザ サ を 主体 
と する 下層 植生 に つい て . 25 m 幅 で 下 刈 区 と 放置 区 を 交互 
< 設け る 縮 状 管理 が 実施 きれ て いる (広渡 , 1997: FHS, 
1999; 石井 ら , 2003). これ まで 三 草 山 で は , 森林 管理 が チ 








を 知る こと が で きれ ば , 洪 孔 の 標本 の み で 種類 を ある 程度 
同定 で きる (和久 万 田 . 1969). 潜 葉 性 小 賊 類 は 種 数 も 多く , 
e 多様 で あり , 環境 指標 と し て 利用 で きる 可能 性 
が 高 


そこ で 本 研究 で は , 「 三 草山 ゼ フ ィ ル ス の 森 ] に お ける 潜 
葉 性 小 峨 上 類 の 種 多 様 性 を 明らか に する こと を 目的 と し て 調 
査 を 行っ た . 「 三 草山 ゼ ぜ フ ィ ル ス の 森 | に は 環境 や 植生 管 
理 の 方 法 が 異な る 林 分 が 存在 する が , それ ら の 違い が 潜 葉 
性 小 峨 上 類 の 種 構成 に 与え る 影響 に つい て も 解析 を 行っ た . 
また , 市 街 化 に よる これ ら 小 里 類 へ の 影響 を 検討 する た め 
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O 下 刈 区 
O 萌芽 更新 


図 1.「 三 草山 ゼ フ ィ ル ス の 森 ] に お ける 管理 方 法 . AーG 
の 7 ブロ ッ ク は ,. チョ ウ 類 等 の 調査 の た め に 設 思 . 






の 予備 調査 と し て . 都市 緑地 (大 阪 府立 大 学 構内 ) に お い 
て も 同様 の 調査 を 行い , 三 草山 と の 種 構成 を 比較 し た . さ 
ら に . 薄葉 パタ ー ン の 解析 に よる . CH DEE) RO 
環境 指標 性 に つい て も 考察 し た . 


方 法 
調査 地 


本 研究 で は , 大 阪 府 北部 に 残さ れ た 里山 林 |「 三 草山 ゼ フ ィ 
ルス の 森 | を 主要 な 調査 地 と し て 調査 を 行っ た . さら に . 
TEE k A EEE RD FAA DE PRINT SZ OO 


予備 調査 と し て , 大 阪 府 南部 の 市 街 地 に ある 大 阪 府立 大 学 
中 百舌 島 キ ャ ン パ ス 内 に も 調査 地 を 設定 し た . 各 調査 地 の 
概要 は 以下 に 示す 通り で ある . 








図 2.「 三 草山 ゼ フ ィ ル ス の 森 ]」 に お ける 調査 区 . 
A:A 区 . B: Ao 区 . CCK. D: DK. E: Eo 区 . 
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信 岡 淳史 ほか 


KI 三 草 山 の 各 調査 区 と 府 大 構内 の 植生 環境 の 概要 . 





三 草山 ゼ フ ィ ル ス の 森 








ET 大 阪 府立 大 学 
A 区 Ao 区 C 区 D 区 Eo 区 事業 地 周辺 ( 府 大 構内 ) 
木 本 種 数 * 20 10 28 34 10 >10 40 
優 占 種 の 5-10 1.5-2 ~12 ~12 <1.5 = ~10 
樹高 (m) 
管理 状況 下 刈 り 2007 年 に 伐採 放置 / 下 刈り 放置 / 下 刈り 2006 年 に 伐採 クリ 彫 , 植林 下 刈 り 
(萌芽 更新 ) (萌芽 更新 ) 
林内 環境 中 低木 が 多く , 開け て 明る い 高木 が 多く , 部 分 的 に 暗く . 開け て 明る い 明る い 場 所 と 明る い 場 所 と 
明る い 暗い ネ ザ サ が 繁茂 . 暗い 場所 暗い 場所 
北西 部 は 中 低木 
が 多く 明る い 
主 な 樹種 クヌギ 」 クヌギ , クヌギ , コナ ラス GRE コナ ラ , クヌギ , クリ , ケヤキ , 
HIRVI, ナン カン シワ FIFY, ナラ ガ シ ワ リ ワ , ナラ ガ シ ワ ヒノ キ , サク ラ , 
ガマ ズミ , ナツ ハゼ , ガマ ズミ , イヌ シ デ クヌギ 
ネジ キ ソ ヨ ゴ VaT, 
ネジ キ , フジ 
調査 年 2007・2008 2008 2008 2007・2008 2007・2008 2007・2008 2008 


* 現 地 調査 の 他 , 西 中 ら (2007) も 参考 に し た . 


「 三 草山 ゼ ぜ フ ィ ル ス の 森 」 (以下 , 三 草山 ) 


三 草山 に は ナラ ガ シ ワ を 主体 と する 落葉 樹 広 葉 樹 が 広がっ 
て お り , 林 床 に は 一 部 で ネ ザ サ が 繁茂 し て いた . トラ スト 
事業 地 の 14.48 ha は, ゼ フ ィ ル ス 類 の 調査 の た め に ACG 
まで の 7 区 に 分 けら れ て お り (M1), ブロ ッ ク ご と に 樹高 
が 異な る よう に し て , トラ スト 地域 全体 と し て は 常に きま 
ざま な 樹高 (伐採 直後 一 20 年 目 ) が 存在 する よう に 管理 
され て いる (広渡 , 1997). さら に , 比較 的 明る い 二 次 林 を 
好む 落葉 広葉 樹林 性 の 希少 な チョ ウ 類 の 保全 を 考え た ., E 
期 的 な 下 刈 り と 2006 年 か ら は 一 部 の 区 域 で 萌芽 更新 が 行 
われ て いる (天満 , 2009). 


本 研究 で は , 三 草山 の 港 葉 性 小 峨 類 相 の 解明 お よび 森林 管 
理 が 洪 葉 性 小 上 峨 類 に 与え る 影響 に つい て も 考察 する た め 
に , トラ スト 事業 地 の 中 で も , 樹高 や 下 刈 ・ 伐 採 な どの 森 
林 環 境 や 管理 が 異な り , か つ , 西 中 ら (2007) の 植生 調査 
に よっ て 77 科 205 種 の 維 管束 植物 (うち 高中 木 層 は 32 科 
48 種 ) が 明らか に な っ て いる 事業 地 北 東部 の 3 カ所 (A, 
C, DK) を 選ん だ . さら に , 伐採 な どの 森林 管理 が 潜 葉 性 
小 上 峨 類 に 与え る 影響 に つい て 調査 する た め に , 2 年 以内 に 
萌芽 更新 (伐採 ) が 行わ れ た 2 カ所 (Ao, Eo 区) の 合計 3 
カ所 の 調査 区 を 選定 し た ( 表 1). また , 外部 の 調査 区 「 ト 
ラス ト 事 業 地 周辺 ] と し て , ふも と の 明る く 開 けた クリ 彫 
と 事業 地 ま で の ヒノ キ 植 林 を 通り 抜け る 登山 道 の 周 辺 で も 
調査 を 行っ た . 表 1 に 示し た よう に , A 区 は クヌギ , FIF 
シラ , ガマ ズミ , ネジ キ な どの 中 低木 が 多く , 部 分 的 に 林 
床 ま で 陽光 が 射 し 込ん で 明る か っ た .C 区 は クヌギ . コナ 
7, ナラ ガ シ ワ の 高木 が 多く , ナツ ハゼ , ソ ヨ ゴ な ど が 中 
低木 と し て み ら れ , 林内 は 暗かっ た . D 区 は クヌギ や ナラ 
が ガ シワ の 高木 が の 多く, ガマ ズミ , VAT, ネジ キ な どの 中 
低木 の 他 に フジ な ど が 見 られ た . 部 分 的 に は 下 刈 り が 行わ 


れ て お ら ず ネ ザ サ が 繁蔵 し て 暗かっ た が , 北西 部 は ク ヌ 
ギ ・ ナ ラガ シワ の 中 低木 が 多く て 林 床 が 明る く フ ジ な ども 
見 られ た だ た. A。 区 と E。 区 は それ ぞ れ 2007 年 . 2006 年 に 伐採 
(萌芽 更新 ) が 行わ れ , クヌギ と ナラ ガ シ ワ 以外 の 低木 は 
クリ や ヤマ ザク ラ な どの 一 部 を 残し て 伐採 され , 下 刈 り も 
行わ れ て 林 床 は 明る か っ た . 外部 の 調査 区 に は , ヒノ キ や 
クリ , イヌ シ デ な ど が 植 栽 され て いた . な お , 調査 区 の 木 
本 植物 の 種 に つい て は , 西 中 ら (2007) の 調査 も 参考 に し 
た . 調査 範囲 は , Ao, Eo 区 で は 全域 ( 約 600 m2), その 他 の 
地点 に つい て は , 登山 道 周辺 を 中 心 に A。, Eo 区 と ほぼ 同 等 
の 面積 を 対象 と し た . 


大 阪 府立 大 学 構内 (以下 , 府 大 構内 ) 


大 阪 府 堺 市 の 市 街 地 や 住宅 地 に 囲ま れ た 大 阪 府立 大 学 の 
構内 (大 阪 府立 大 学 中 百舌 島 キ ャ ン パ ス 標高 30 m 以下 ). 
府 大 構内 は 全 敷 地面 積 約 50 ha で , 6 ha の 農場 (教育 研究 
フィ ー ル ド ) が あり , 構内 に は ケヤキ , サク ラ ( ソ メ イ ヨ 
YI), クヌギ な ど 40 種 を 越え る 樹木 が 植 栽 され て いた 
( 南 ら , 1999) ( 表 1). この キャ ン パ ス は 1966 年 に 堺 市 大 仙 
町 か ら 大 学 が 移転 し た 際 に 一 度 裸 地 化 し , その 後 き さき ま ざま 
な 樹種 が 植 栽 され た . 調査 は , 樹木 が 比較 的 多く 植 栽 され 
て いる 白 荻 門 か ら 南 に の びる 緑地 淀 (中 央 部 と 南部 の 2 ヵ 
所 ), 生命 環境 科学 部 本 館 南 側 (外部 と の 境界 付近 の 1 ヵ 
所 ), さら に は 農場 と 上 記 3 ヵ 所 (3 区 間 ) 以外 の キャ ン パ 
ス 内 に 散在 する 生け 垣 な どの 緑地 を 1 区 間 と し て 行っ た . 
な お , 府 大 構内 に お いて も 三 草山 と 同様 に . そ れ ぞ れ の 調 
査 地点 の 約 600 m を 対象 と し た . 緑地 帯 に は . ケヤキ , ク 
ス ノ キ , アラ カシ , ナラ ガ シ リ ワリ , ト ベ ラ , ヤマ モモ な ど さ ま 
SE BMAD HRS Cl. また , 生命 環境 科学 部 本 館 
南側 に は 樹高 が 8 m を 超え る クヌギ が 40 本 以上 植 栽 され 
その 他 の 地点 に は 構内 中 央 西側 に ある 池 の 周 辺 に サク ラ , 
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表 2. 20074, 2008 4F (2 = HELL CHR S A1 EO St. 
科 名 A C D Ao Eo 外部 合計 
モグ リ チ ビ ガ 科 (Nepticulidae) 4 l 2 0 1 0 4 
ツヤ コガ 科 (Heliozelidae) 1 0 1 0 0 0 1 
マガ リガ 科 (Imcurvariidae)* 3 の 3 1 0 1 4 
ム モ ン ハ モグ リガ 科 (Tischeriidae) 2 0 1 1 H 2 2 
チビ ガ 科 (Bucculatricidae) 7 0 0 0 0 0 2 
ホソ ガ 科 (Gracillariidae) 6 4 11 3 3 4 16 
ハモ グリ ガ 科 (Lyonetiidae) 2 0 1 0 0 1 2 
クサ モグ リガ 科 (Elachistidae) 1 1 1 0 0 0 1 
カ ザ リ バ ガ 科 (Cosmopterigidae) 1 0 1 0 0 0 1 
キバ ガ 科 (Gelechiidae) 1 0 0 0 0 0 1 
合計 10 科 23 種 4 科 8 種 8 科 21 種 3 科 $ 種 3 科 $ 種 4 科 8 種 10 科 34 種 
* 若 齢 期 に 港 葉 性 が ある と され る の で , 調査 対象 に 含め た . 
表 3. 2007 年 , 2008 年 に 三 草 山 に お いて 各 調 査 区 の 寄主 植物 に 潜っ て いた 潜 葉 性 小 峨 類 の 種 数 . 
A 種 数 C 種 数 D 種 数 Ao 種 数 Eo 種 数 全体 種 数 
ナラ ガ シ リ ワリ 8 ナラ ガ シ リ ワリ 3 コナ ラブラ 4 クヌギ 4 クヌギ 5 た か ツリ 8 
クリ 7 SCH 2 ナラ ガ シ リ ワ 4 ナチ ラガ ジウ 3 EE ee 2 クヌギ 8 
ユエ ポラ 4 29 1 ネジ キ 2 FINZI 1 29 7 
クヌギ 4 ナツ ハゼ b SCH 2 クリ E te A 
ヒサ カキ クリ SF Ae 1 ヒサ カキ 2 ネジ キ 2 
ネ ザ サ 2 AAPA 1 APH 2 ヒサ カキ 2 
アベ マキ 1 ガマ ズミ 1 ネ ザ サ 2 
ガマ ズミ 1 モチ ツツジ 1 アベ マキ 1 
サル トリ イバラ J カキ ノ キ 1 IRAS 1 
ネジ キ 1 フジ l ボウ グッ ツジ 1 
ソ ヨ ゴ 1 クヌギ 1 カキ ノ キ 1 
JA 1 KEE l 
FYE 1 ツタ 1 
ソ ヨ ゴ 1 ナツ ハゼ 1 
ソ ヨ ゴ 1 
サル トリ イバラ 1 


ニレ ーー ニニ ニニ 。 ニー レー ニー ニー テニ ーー ニーー ニー ニーーーーーー ーー ee ーーーーーーーーーーーーーー= ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


生け 垣 と し て シャ リン バイ , ピラ カン サ , ウ バ メガ シン な ど 
が 植 栽 され て いた . ブナ 科 落 葉 広葉 樹 に つい て は , クヌギ 
は 府 大 構内 全体 で 100 本 を 超え て いた が , ナラ ガン ワ , A 
ナラ , クリ に つい て は 10 本 以内 と 植 栽 本 数 が 少な か っ た . 


調査 方 法 


調査 区 内 の 樹木 を 中 心 と し た 植物 を 原則 2 名 で 1 時 間 調 査 
L, BEERE ( 若 齢 期 に 潜 葉 する 習性 を も つと され る 
マガ リガ 科 を 含む ) の 幼虫 が 潜っ て いる 葉 を 潜 乾 や マユ を 
手がかり に 採集 し た . 採集 は , 地上 約 3 m ま で の すべ て の 
樹種 を 対象 に し た . 採集 し た 葉 は 研究 室 に 持ち 帰り .1 葉 ず 
つ 港 孔 を 撮影 し 特徴 を 記録 し た . TOR, 葉 は 水 を 含ま せ 
た 脱脂 綿 を 葉柄 に 巻き , プラ スチ ッ ク カ ッ プ (容量 420 ml 
直径 129 mm, 高き 60 mm) に 入れ て 幼虫 を 飼育 ・ 羽 化 さ 
せ た . 葉 の 潜 孔 の 形状 と 羽化 し た ガ 類 成虫 の 対応 が つく よ 


うに , 1 カッ プ 当 た り 1 葉 を 入れ て 飼育 し た . 幼虫 の 齢 に よ 
っ て 潜 孔 の 形状 が 変化 し た も の は , 成虫 が 羽化 し た 後 , 再 
び が 洪 孔 を 撮影 し た . 羽化 し た 成虫 は , 井上 ら (1982) o [H 
本 産 峨 類 大 図鑑 | を 参考 に 同定 を 行っ た . 斑紋 で は 同定 が 
困難 な 場合 は , 交尾 器 の 形態 を 観察 し . それ ぞ れ の 科 の 分 
類 研究 の 論文 を 参考 に し て 種 を 確定 した. 種 の リス ト に つ 
いて は . 神保 (2004-2008) の 「 日 本 産 峨 類 総 目録 一 新 体 
A] に 従っ て 作成 し た . 


三 草山 で は , 優 占 し て いた ブナ 科 落 葉 広葉 樹 (ナラ ガ シ ワ , 
ARE コナラ , クリ ) に つい て は , 毎回 それ ぞ れ 3 本 を 
無 作為 に 選ん で 調査 し . その 他 の 樹木 に つい て は 時 間 内 で 
な る べく 多く の 樹種 で 潜 旨 を 見 つけ る よう に 採集 を 行っ 
た . 2007 年 は , A, D Eo 区 と 外部 で 調査 を 行っ た . 2008 年 
は , 相 調 査 の 精度 を 高め る の と , 高木 が 多く 陽 当 た り の 悪 
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図 3. 溶 葉 性 小 峨 類 の 成虫 と 潜 志 1 (カッ コ 内 は 寄主 植物 を 示す ). A-C. マ ガリ ガ 幼 虫 と 食 痕 . D.F H.J.L.N. 
成虫 . E,G, LK, MO 前 図 の 種 の 洪 孔 . A: ホソ バネ マガ リガ Vespina nielseni (コナ ラ ). B: ヒト スジ マガ 
リガ Alloclemensia unifasciata (ガマ ズミ ). で C: クリ ヒメ マガ リガ Paraclemensia oligospina (クリ ). D: ク ヌ 
キキ ハモ グリ ガ Tischeria quercifolia. E: 7 3 ZORITU. F: ガマ ズミ ニセ キン ホソ ガ Cameraria hikosanensis. 
G: コバ ノ AVA OWL H: ネジ キキ ン モ ン ホ ソ ガ Phyllonorycter lyoniae. 1. ネジ キ の 潜 孔 . J ニセ クス ヌ 
キキ ン モ ン ホ ソ ガ Phyllonorycter acutissimae. K: FRY TORIL. L: クタ ヌ ギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter 
nipponicella. M: ク ヌ キ の 溶 了 所. N: ハス オビ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter rostrispinosa. O: IFF DÍL. 
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図 4. 潜 葉 性 小 峨 類 の 成虫 と 潜 擬 2.A.C.E. G, I K. 成虫 . B、D.F.H.J.L. 前 図 の 種 の 溢 孔 . 
A: ヤマ トキ ン モ ン ホ ソ ガ Phyllonorycter japonica. B: 4 % Y FOWL. C: ヒメ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter 
pygmaea. D: 7") Dif 4L E: ウ スズ ミホ ソ ガ Acrocercops unistriata. F: ナラ ガン ワ OWL G: フジ ホソ が ガ 
Psydrocercops wisteriae. H: 7 ZOTLI: イメ ツゲ オビ ギン ホソ ガ Eumetriochroa miyatai. J: 7 3 3 ‘OL. 
K: ナツ ハゼ ホシ ボ シ ホ ソ ガ Parornix sp.1. L: F ツ ハ ゼ の 浴 孔 . 


い 場所 で の 潜 葉 性 小 蜂 類 の 生息 状況 を 調べ る た め に C 区 e 大 構内 で は , EE 南部 の 2 区 


を . また , 表 芽 更新 で 新 葉 が 多く み ら れ た A。 区 の 2 区 を 加 前 と 外部 と の 境界 付近 の 1 区 間 . さら に 農場 と E 記 3 区 間 
えた ( 表 1).D 区 に つい て は ., 2007 年 は 南側 の C 区 と の 境 Ke ン パ ス 内 ( site sie 1 区 間 と し て , それ 
Ee 登山 道 付近 を . 2008 年 は 北側 の 外部 と の 境界 近く ぞ れ の 区 間 ご と に 原則 2 名 で 1 時 間 調 査 し . SE IA 

登山 道 付近 を 中 心 に 調査 を 行っ た . 調査 は . 2007 年 は , ee ee S ブナ 笠沙 葉 広葉 樹 
SS 10H, 5H15H, 6 月 6 日 . 7 月 5 日 . 7H 18H, 8 月 7 に つい て は 三 草山 と 共通 に 見 られ る ナラ ガ シ ワ , クヌギ , 
H. 8 月 29 日 . 9 月 19 日 , 10 月 18 日.11 月 21 日 の 計 10 回 . IAFF, クリ に つい て は 毎回 それ ぞ れ 3-$ 本 を 無 作為 に 
2008 年 は , 4 月 30 H, 5 月 21 日 , 6 月 16 日, 7 月 9 日 , 7 月 選ん sabe L, その 他 の 樹木 に つい て は 三 草山 と 同様 に 時 
31H, 8 月 27 日 , 10 H 15 日 の 計 7 回 行っ た . 間 内 で な る べく 多く の 樹種 で 潜 九 を 見 つけ る よう に 採集 を 
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表 4. 2007 年 , 2008 年 に 三 草山 で 採集 され た 潜 葉 性 小 峨 類 の 地点 別 上 位 種 (3 個体 以上 採集 され た も の ). 
地点 (調査 年 ) 種 名 寄主 植物 浴 孔 数 * 
1 ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter acutissimae クヌギ , AFF, ナラ ガン ワ 63 (31.5) 
A 2 ハス オビ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter rostrispinosa コチ ラリ ナジ カジ ワク ツリ 58 (29.0) 
(2007) 3 ヒメ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter pygmaea クヌギ , ナウ ガン リツ) クリ 48 (24.0) 
4 ホソ バネ マガ リガ Vespina nielseni クヌギ , コナ ラ , ナラ ガ シ リ ワ 46 (23.0) 
a ヒト スジ マガ リガ Alloclemensia unifasciata ガマ ズミ 11 ( 5.5) 
1 ハス オビ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter rostrispinosa コナ ラ , ナラ ガ シ リ ワリ , クリ 49 (24.5) 
A 2 ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter acutissimae クヌギ , コナ ラ , ナラ ガン シワ, 7 リ 43 (21.5) 
(2008) 3 クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter nipponicella クヌギ 16 ( 8.0) 
4 ヒメ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter pygmaea SC 15 ( 7.5) 
5 ホソ バネ マガ リガ Vespina nielseni コナ チラ 3 ( 1.5) 
1 カ ザ リ バ Cosmopterix fulminella ネ ザ サ 56 (28.0) 
D 2 ネジ キキ ン モ ン ホ ソ ガ Phyllonorycter lyoniae ネジ キ 20 (10.0) 
(2007) 3 フジ ツヤ ホソ ガ Hyloconis wisteriae フジ 19 ( 9.5) 
4 ウス ズミ ホソ ガ Acrocercops unistriata クヌギ , コナ ラ , ナラ ガ シ リ ワ 18 ( 9.0) 
5 ホソ バネ マガ リガ Vespina nielseni クタ クヌギ, コナラ , INVI 18 ( 9.0) 
1 ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter acutissimae IFF 7 ( 3.5) 
D 2 イヌ ツゲ オビ ギン ホソ が ガ Eumetriochroa miyatai VAT 4 ( 2.0) 
(2008) 3 。 ヒサ カキ ム モ ン ハ モグ リ Coptotriche japoniella** ヒサ カキ 4 ( 2.0) 
4 カキ アシ ブサ ホソ ガ Cuphodes diospyrosellus カキ ノ キ 4 ( 2.0) 
5 ヒト スジ マガ リガ Alloclemensia unifasciata ガマ ズミ 3 ( 1.5) 
1 ナツ ハゼ ホシ ボ シ ホ ソ ガ (仮称 ) Parornix sp. ナツ ハゼ 9 ( 4.5) 
C 2 ホソ バネ マガ リガ Vespina nielseni E TIMI 7 ( 3.5) 
(2008) 3 イヌ ツゲ オビ ギン ホソ ガ Eumetriochroa miyatai Yad 7 ( 3.5) 
4 ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter acutissimae ナラ ガン ワ 6 ( 3.0) 
1 ウス ズミ ホソ ガ Acrocercops unistriata クヌギ , コナ ラ , ナラ ガ シ ワ 33 (16.5) 
Eo 2 クヌギ キハ モグ リガ Tischeria quercifolia クヌギ , コナ ラ , ナラ ガ シ リ , クリ 4 ( 2.0) 
(2007) 3 コ ハ モ グリ ガ 属 Phyllocnistis sp. クヌギ 3 ( 1.5) 
Eo 1 ウス ズミ ホソ ガ Acrocercops unistriata クヌギ 8 ( 4.0) 
(2008) 2 ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter acutissimae クヌギ 7 ( 3.5) 
1 ウス ズミ ホソ ガ Acrocercops unistriata クヌギ , ナラ ガ シ リ 29 (14.5) 
Ao 2 クヌギ キハ モグ リガ Tischeria quercifolia クヌギ 24 (12.0) 
(2008) 3 ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter acutissimae クヌギ , ナラ ガン ワ 23 (11.5) 
4 ホソ バネ マガ リガ Vespina nielseni ナラ ガン シワ 4 ( 2.0) 
5 コ ハ モ グリ ガ 属 Phyllocnistis sp. クヌギ 4 ( 2.0) 


*( ) 内 は 1 人 1 時 間 あ た り の 潜 孔 数 
** 佐藤 (2011) に 


行っ た . 


解析 方 法 
種 数 , 種 構成 


三 草 山 に つい て 


次 に , 寄主 植物 ご と に 
を 集計 ・ 比 較 し た . 府 大 構内 に つい て は , 
ご と に 分 けず に , 全体 と し て 溶 業 
山 と 科 別 に 比較 し た . 


調査 は , 2008 年 4 月 25 H, 5 月 31 日 , 7 月 1 日 , 8 
月 4 日 , 9 月 1 日 , 


より 和 名 が 与え られ た . 


(Sörensen, 1948) を 算出 し , 群 平均 法 を 用 いて デン ドロ グ 


10 月 22 日 に 合計 6 回 行っ た . ラム を 作成 し た . 
上 位 種 . 共通 種 . 一 調査 区 の み 確 認 種 
三 章 山 で 採集 きれ た 浴 葉 性 小 央 類 の 薔 孔 数 を も と に , 地点 
EE EE 
LEE Ee EE, 様 に 比較 を 行っ た . BILAC, 幼虫 が 羽化 に 至ら な か っ 
EL -Cuo cigar Mion RARE TO | 
調査 区 (地点 ) “POS BOK 
MOMS D WILY A EU ORE 
SOI, 三 草山 の 各 再 区 間 お よび Amen, ENEE, その 形状 や 特徴 


府 大 構内 の 種 構成 の 違い を みる た め に , 類似 度 (OS) 
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#5. 三 草 山 (2007 年 , 2008 年 ) の 各 調 査 区 と 府 大 構内 (2008 年 ) で 一 調査 区 の み で 採集 され た 
EI RER L OA ERY. 




















調査 区 種 名 寄主 植物 
クリ チビ ガ Bucculatrix demaryella* クリ 
A クヌギ チビ ガ Bucculatrix tsurubamella* FIZY 
(2007) ギン チビ キバ ガ Cnaphostola angustella クヌギ 
クロ ツヤ マガ リガ Paraclemensia incerta ネジ キ 
ツツジ ハマ キ ホ ソ ガ Caloptilia azaleella SE 
D フジ ツヤ ホソ ガ Hyloconis wisteriae の 
(2007) ネジ キキ ン モ ン ホ ソ ガ Phyllonorycter lyoniae ネジ キ 
ブドウ コ ハ モ グリ Phyllocnistis toparcha ナジ ツタ 
外部 (2007) ガマ ズミ ニセ キン ホソ ガ Cameraria hikosanensis コバ ノ ガ マズ ミ 
ヤマ トキ ン モ ン ホ ソ ガ Phyllonorycter japonica RST 
外部 (2008) フジ ホソ ガ Psydrocercops wisteriae フジ 
アオ ギリ チビ ガ Bucculatrix firmianella アオ ギリ 
ナシ チビ ガ Bucculatrix pyrivorella メイ ヨ シク 
府 大 構内 ヨモギ ナチ Sen notella* l ヨモギ 
ケヤキ チビ ガ Bucculatrix serratella* ケヤキ 
カミ ジョ ウキ ン モ ン ホ ソ ガ Phyllonorycter kamijoi クヌギ 


ミカ ンコ ハモ グリ Phyllocnistis citrella 


レモ ン , ウン シュ ウミ カン 


* Kobayashi et al. (2010) に よっ て 学名 が 決定 され た . 


に より 黒子 (1989) に 基づい て 潜 電 タイ プ に 分 類 し た . さ 
ら に , 同じ 潜 孔 タイ プ に 含ま れる も の に つい て は 羽化 し た 
成虫 を 交尾 器 等 の 形態 に も と づい て 同定 し た 後に 洪 孔 と 対 
応 き せ , 近 縁 種 間 で 洪 孔 の 特徴 に よる 種 の 同定 の 可 簿 に つ 
いて 検討 し た . 


調査 結果 
= HLL RES AO HA 


三 草山 に お ける 2007, 2008 年 の 調査 で , 合計 10 科 34 種 の 
洪 葉 性 小峰 類 が 確認 され た ( 表 2, 付表 1-3, 図 3-$) その 
内 訳 は , ホソ ガ 科 が 16 種 と 突出 し て お り , 続い て 多かっ た 
の が モグ リ チ ビ ガ 科 と マガ リガ 科 の 4 種 で あっ た . 調査 区 
ご と に みる と , A 区 で 23 種 , C 区 で 8 種 , D 区 で 21 種 , Ao 
区 で 5 種 , Ep 区 で 5 種 , 外部 で 8 種 で あっ た ( 表 2). 特に D 
区 で は ホソ ガ 科 が 11 種 と , 多く の 種 が 確認 され た . 3 種 以 
上 の 洪 葉 性 小 蜂 類 が 洪 っ て いた 寄主 植物 は , 三 草山 全体 で 
は ナラ ガ シ ワ に 8 種 , クヌギ に 8 種 , クリ に 7 種 , コナ ラ に 
4 種 だ っ た ( 表 3). A 区 で は ナラ ガ シ ワ , クリ , コナ ラ , 7 
REC, それ ぞ れ 8, 7, 4, 4 種 ,C 区 で は ナラ ガ シ ワ で 3 種 , 
D 区 で は コナ ラ , ナラ ガ シ ワ で , それ ぞ れ 4, 4 種 だ っ た . 
また , 萌芽 更新 が 行わ れ た A。 区 で は クヌギ , ナラ ガ シ ワ 
T, それ ぞ れ 4, 3 種 , Eo 区 で は クヌギ で 5$ 種 だ っ た ( 表 3). 
以上 の よう に , 三 草 山 の ト ラス ト 事 業 地 で は , BAN eB 
種 で ある ナラ ガ シ ワ , AFF, クリ , クヌギ な どの ブナ 科 
落葉 広葉 樹 が , 多く の 種 の 港 葉 性 小 蜂 類 の 寄主 植物 と な っ 
て いい た 


表 4 に , 三 草山 で 採集 され た 洪 葉 性 小 蜂 類 の 地点 別 上 位 種 
(3 個体 以上 採集 きれ た も の ) を , 表 5 に 一 調査 区 の み で 採 
集 さ れ た 種 を 示し た . A 区 は , ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ 
Phyllonorycter acutissimae (2007 4F 63 個体 , 2008 年 43 個体 ) 
( 図 3I-K), ハス オビ キン モン ホソ ガ P rostrispinosa (2007 
年 58 個体 , 2008 年 49 個体 ) ( 図 3N-O), ヒメ キン モン ホソ 
ガ P. pygmaea (2007 年 48 個体 , 2008 年 15 個体 ) ( 図 4C-D) , 
クヌギ キン モン ホソ ガ P nipponicella (2007 年 10 個体 . 2008 
年 16 個体 ) ( 図 3L-M), な どの テン ト 型 洪 孔 を 作る キン モ 
ン ホ ソ ガ 属 Phyllonorycter や , ケー ス を 作り , 葉 表面 を 薄く 
か じ る ホソ バネ マガ リガ Vespina nielseni ( 図 3A) ZE, 7 
RE, コナ ラ , ナラ ガ シ ワ , クリ な どの ブナ 科 落 葉 広 葉 樹 
を 寄主 と する 種 の 港 孔 数 が 多かっ た ( 表 4). 一 調査 区 の み 
で 採集 され た 種 も クヌギ , ナラ ガ シ ワ , クリ を 寄主 と する 
種 で 占め られ た ( 表 5). C 区 は , も っ と も 浴 孔 数 が 多かっ 
た ナツ ハゼ に テン ト 型 潜 乾 を 作る ナツ ハゼ ホシ ボ シ ホ ソ ガ 
(仮称 ) Parornix sp.* (XI 4K-L) の 洪 孔 数 が 9 で あり , 確認 
され た 種 数 , 洪 孔 数 と も に 少な か っ た . D 区 は , ネ ザ サ を 
寄主 と する カ ザ リ バ Cosmopterix fulminella の 潜 也 数 が 56 と 
多かっ た . 一 調査 区 の み で 採集 され た 種 は 5 種 と も っ と も 
多く , 地点 別 上 位 2, 3 位 の ネジ キキ ン モ ン ホ ソ ガ , フジ ツ 
ヤ ホ ソ ガ は D 区 の み で 採集 され た . 萌芽 更新 が 行わ れ た Eo 
お よび A。 区 で は , ナラ ガ シ ワ や ヤク ヌキ ギ の 新 葉 に 水泡 状 の 
HEILEVED Y AZZ ARYA Acrocercops unistriata ( 図 4E-F) 





* こ の 種 は , 交尾 器 の 形態 が ハン ノ ホ シボ シホ ソ ガ Parornix 
alni & P minor の 両 種 の いずれ と も 一 致 せ ず , 寄主 植物 で あ 
る ナツ ッ ハ ゼ る も 未 記 録 で ある た め , ここ で は 学名 の 決定 は 保 
ML: 
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tee 信 岡 淳史 ほか 
の 溶 孔 数 が 多かっ た . 同じ く ク ヌ ギ の 新 葉 に 蛇行 線 状 の 港 5 
FLEES TVET) WIG D— E Phyllocnistis sp. (BUSA) td, N 
Eo お よび A。 区 の み で 確認 され た . 本 種 は 寺本 (1996) に ys x 
示さ れ た 種 (Phyllocnistis sp.1) と 同種 と 思わ れる 。 外 部 で Es S Ki 5 
は , トラ スト 事業 地 の ふ も と の 日 当たり の 良い 開け た 場所 | SV 2 ROA 
に お いて , FRECHE D AY TABLE ED 7 KPH 2 2 À R 2 
ハモ グリ ガ Tischeria quercifolia ( 図 3D-E) や , 外部 の み で ji 4 2 へ ar 
記録 きれ た フジ に 水泡 状 浴 孔 を 作る フジ ホソ ガ le, KE 
Psydrocercops wisteriae ( 図 4G-H) の 潜 也 数 が 多く 確認 さ RISKER R At YR 
Ja BEE, ee ER 
ー ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ は , 三 草山 の 全 調査 区 Clee Se, EE 
(2007 年 の Eo 区 と 外部 を 除く ) で 採集 きれ, 府 大 構内 で も REAR D AGNA 
採集 さき れ た . また , ホソ バネ マガ リガ . ウス ズミ ホソ ガ が Ska Sk A 
三 章 山 の 5 地区 で 採集 され た (付表 2-3). eS SE Ee 
潜 孔 タイ プ と 潜 孔 に よる 同定 Zb Ki RAN 
本 研究 の 結果 . 黒子 (1989) OWLS A EH ee el ae EE E 
み 合 わせ る こと で , モグ リ チ ビ ガ 科 (MURIEL), ム モ ン ハ R A 
モグ リガ 科 GARBI), チビ ガ 科 (Bo DEA -HRE = T ト 
fl), キン モン ホソ ガ 属 (FY MARL) な ど で は 科 か ら E £ A 
属 レ ベル で , また , サル トリ イバラ シロ ハモ グリ ( 斑 状 潜 Ve RS NG SC 
孔 ) な どの よう に 寄主 植物 が 限定 され て いる も の で は 種 レ e E on E 
ベル まで の 同定 を 行う こと が で きた ( 表 6, 付表 3). za | ee: Vi 
ZG ln eas ie S 
さら に , 同じ 潜 孔 タイ プ に 含ま れる 近 緑 種 , キン モン ホソ ele Säz $ 2 
Ñ Phyllonorycter 属 の 潜 孔 は , どの 種 も 類似 し た テン ト 型 で IS SS A Gau E 
種 同定 が 難し か っ た が , ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ は 一 本 8 EEEEEAGEGER 
の 縦 隆 条 が な いこ と か ら 他 種 と 区 別 で き . ハス オビ キン モ E Ee 
ARY LE EA EEL DHS TIE CHIC IR < BAAS S A EIS | BX wv eB Aw 
た め , 潜 孔 の 形状 で の 同定 が 可能 で あっ た . また , ハス オ SE Ee E 
EE 洪 孔 の 形状 H SEEEEFEFERSEEE 
* の 同定 が 困難 で も , MOW (Fujihara et al., 2001), 成 V| ERS SRERERRRE.,. 
domat MEN, 確実 な 種 同定 に は . Sl WEE 
潜 孔 の 形状 に 加え , Wo to BHO (Fujihara e Së SES MEL SEEES 
aal, 2001) を 調べ る 必要 が ある が , SKY, 港 孔 の 形状 Sie EK e 
だ け で も , 近 縁 種 で も ある 程度 まで 同定 で きる こと が わか UE a 
っ た . 3 の ag 
UE RPA PT REE NORA BH z 8 a 
ap = っ 
府 大 構内 で は 4 科 11 種 の 潜 業 性 小峰 類 が 採集 され た ( 表 や -gak aa で 
7). 採集 きれ た の は モグ リ チ ビ ガ 科 Nepticulidae. チビ ガ 科 KI | っ ges Ge Sa "2 
Bucculatricidae, zk Y X FẸ} Gracillariidae, D € 7) 2 SL S| Pees £285 o 
Lyonetiidae の 4 科 で , いずれ も 三 草山 で 採集 きれ た 科 で あ KAE SRE RES S 
っ た . この 4 科 に つい て みる と , 両 調査 地 で 確認 され た 潜 AJ ZERERA ご 
葉 性 小 賊 類 の 種 構成 は 大 きく 異な っ て いた ( 表 8). クヌギ È DEARER KRE 中 
を 寄主 と する カミ ジョ ウキ ン モ ン ホ ソ ガ Phyllonorycter g E N H: 
kamijoi の 他 に , アオ ギリ チビ ガ Bucculatrix firmianella や ヤシ = = 3 
ャ リン バイ ハモ グリ ガム の oze72 anthemopa な どの 緑化 樹 の SS A Pa = 
害虫 , ミカ ンコ ハモ グリ Phyllocnistis citrella な どの 果樹 害 で a 民 へ S 
虫 が 府 大 構内 の み で 採集 され た ( 表 8). 一 方 , 三 草 山 で は = a Sr a de 
TEE EEGEN E ia = = #28 ke 
xa Sp Mo “AR Rola 
葉 広葉 樹 を 寄主 と する も の が 11 種 と 多かっ た . 一 方 , 府 大 Si Rm sg 
EELER EE AAR te R x S go ame 
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E 


図 5. TEEPE) WO EE Ce ッ コ 内 は 寄主 植物 を 示す . HLS ILA RIOR bD) 


A: Phyllocnistis sp. 1 (クヌギ ) 


EEL. B: ヒサ カキ ハモ グリ ガ Lyonetia euryella KH. C: e 


HAA OPEL. D: カ ザ リ バ Ee fulminella 成虫 . E: AAPA OYE, 


) と 府 大 構内 (2008 年 ) の 
AR OF gl PER. 


#27. 三 草山 (2007 年 , 2008 年 ) 
各 調 査 地 で 採集 され た 浴 葉 性 








科 名 三 草山 府 大 構内 
モグ リナ チビ ヒガ 科 (Nepticulidae) 4 2 
ツヤ コガ 科 (Heliozelidae) | 0 
マガ リガ 科 (Incurvariidae) 4 0 
ム モ ン ハ モグ リガ 科 (Tischeriidae) 2 0 
チビ ガ 科 (Bucculatricidae) 2 4 
ホソ ガ 科 (Gracillariidae) 16 3 
ハモ グリ ガ 科 (Lyonetiidae) 2 2 
クサ モグ リガ 科 (Elachistidae) 1 0 
カ ザ リ バ ガ 科 (Cosmopterigidae) 1 0 
キバ ガ 科 (Gelechiidae) 1 0 
合計 34 11 





に 採集 され た 種 は , ナラ ガ シ ワ を 寄主 と する クヌギ モグ 
リ チ ビ ガ Stigmella kurokoi, クヌギ を 寄主 と する ズ グ ロモ グ 
リ チ ビ ガ Stigmella fumida と ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ が の 3 
種 だ け だ っ た . 三 草山 と 府 大 構内 で 共通 に み ら れ た ブナ 科 
落葉 広葉 樹 の うち . 府 大 構内 の 植 栽 本 数 が 100 本 を 超え て 
いた クヌギ を 寄主 と する 潜 葉 性 小 上 賊 類 に つい て 比較 し て 
も , 三 草山 で は , 4 科 8 種 で あっ た が , 府 大 構内 で は 2 科 2 
種 だ っ た . 


三 草山 各 調 査 区 と 府 大 構内 の 種 構成 の 類似 度 (OS) は . A。08 
と Eo07 で 0.80 と も っ と も 高く , 次 いで A。08 と E008 が 0.73, 
Eo07 と E。08 が 0.67 で あっ た ( 表 9). 類似 度 に 基づき 作成 
し た デン ドロ グラ ム を みる と . QS の 値 が 約 0.45 の 辺り で 


大 きく 4 つの クラ スタ ー に 識別 され た ( 図 6. その うち , 
府 大 構内 に つい て は 単独 で 1 つの クラ スタ ー を 形成 し , 他 
の クラ スタ ー と の 類似 度 は 低かっ た . 残り の クラ スタ ー に 
つい て みる と ., 萌芽 更新 が 行わ れ た 調査 区 で ある Ao08 と 
E007, Pop A OSAIN 0.7 の 値 で , A07 と A08, D07 2°05 28 
#9 0.6 DIET, D08 & C08 が O5 値 が 約 0.5 の 値 で . それ ぞ 
れ ク ラス ター を 形成 し て いた . 調査 区 A に つい て は 両 調査 


年 間 で 類似 度 が 高かっ た が ., 調査 区 D に つい て は 2007 年 


と 2008 年 で それ ぞ れ 別 の クラ スタ ー に 分 離し た 

考 SS 

植生 環境 と 洪 葉 性 小 蜂 類 の 種 構成 

本 研究 の 結果 , 三 草山 で は 合計 34 FD REE PRD ME 


認 き され た が , 種 数 に つい て は 調査 区 間 で ば ら つ き が み ら れ 
た . た と えば , A 区 と D 区 で は , それ ぞ れ 23 種 , 21 種 と 種 
数 が 多かっ た の に 対し , CK (8 種 ). A。 区 ($ 種 ). Eo 区 (5 
種 ) で は 少な か っ た (#2). A 区 で は ナラ ガ シ ワ 8 種 , ク 
リ 7 種 . コ ナラ 4 種 ( 表 3) と 同一 の 樹種 で も 他 の 区 と 比 
較 し て 多く の 潜 葉 性 小 上 峨 類 の 種 が 確認 きれ た が ,. これ は A 
区 が 明る い 林 内 環境 で あっ た こと が 影響 し た 可能 性 が 考え 
られ る . また . D 区 で は , ホソ ガ 科 の 種 数 が 11 種 と 多く (R 
2)、 ネ ザ サ を 寄主 と する カ ザ リ バ の 潜 也 数 が 多い な ど , 上 
位 種 の 種 構成 が 異な っ て いた ( 表 4).D 区 で ホソ ガ 科 の 種 
数 が 多かっ た の は ., 木 本 の 種 数 が 34 種 と 多かっ た こと が 
要因 の 1 つ で あっ た と 考え られ る . Ek, 2007 年 に カ ザ リ 
バ の 潜 孔 数 が 多かっ た の は , 縮 状 管理 の 放置 区 で 寄主 植物 
で ある ネ ザ サ が 繁蔵 し て いた こと が 影響 し た と 考え られ 
る . 石井 ら (2003) や Nishinaka and Ishii (2006) は , 三 草 
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表 8. 三 草山 (2007 年 , 2008 年 ) と 府 大 構内 (2008 年 ) の 両 


fa lt] VE BED 


Mir 


調査 地 で 共通 に 採集 され た 浴 葉 性 小 峨 類 4 科 に お ける 種 の 

















比較 . 
種 名 寄主 植物 WILY AT? 三 草山 府 大 構内 
モグ リナ チビ ガ 科 (Nepticulidae) 
Stigmella sp. クリ L E = 
クヌギ モグ リ チ ビ ガ Stigmella kurokoi ナラ ガ シ リ ワリ L + + 
ズ グ ロモ グリ ナチ ビ ガ Stigmella famida クヌギ L + + 
Ectoedemia sp. RY L + = 
チビ ガ 科 (Bucculatricidae) 
クリ チビ ガ Bucculatrix demaryella* SCH ICL T = 
クヌギ チビ ガ Bucculatrix tsurubamella* ナラ ポジ リウ L + = 
アオ ギリ チビ ガ Bucculatrix firmianella アオ ギリ ICL 中 
ナシ ナビ ガ Bucculatrix pyrivorella サク ラ L = + 
ヨモギ ナチ ビ ガ Bucculatrix notella* ヨモギ L = F 
ケヤキ ナチ ビ ガ Bucculatrix serratella* ケヤキ L = + 
ホソ ガ 科 (Gracillariidae) 
KY MEF (Gracillariinae) 
ナツ ハゼ ホシ ボ シ ホ ソ ガ Parornix sp. ナツ ハゼ TB + e 
ツツジ ハマ キ ホ ソ ガ Caloptilia azaleella EE R + = 
カキ アシ ブサ ホソ ガ Cuphodes diospyrosellus カキ ノ キ T + e 
ウス ズミ ホソ ガ Acrocercops unistriata クヌギ , コナ ラ , IVY BB + 
キン モン ホソ ガ 亜 科 (Lithocolletinae) 
フジ ツヤ ホソ ガ Hyloconis wisteriae フジ OB + = 
クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter nipponicella GRA コナラ, ナラ ガ シ リ ワリ TB + = 
ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter acutissimae クタ クヌギ, コナラ, ナラ ガ シ リ ワ TB + + 
ハス オビ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter rostrispinosa PI. ナッ マガ マジ ウツ クリ TB + = 
カミ ジョ ウキ ン モ ン ホ ソ ガ Phyllonorycter kamijoi クヌギ TB = + 
ヒメ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter pygmaea クヌギ , ナラ ガ シ リ ワリ , クリ TB + = 
ネジ キキ ン モ ン ホ ソ ガ Phyllonorycter lyoniae ネジ キ TB + = 
オビ ギン ホソ ガ 亜 科 (Oecophyllembiinae) 
イヌ ツゲ オビ ギン ホソ ガ Eumetriochroa miyatai a, SL + = 
コ ハ モ グリ ガ 亜 科 (Phyllocnistinae) 
ミカ ンコ ハモ グリ Phyllocnistis citrella レモ ンジ SL = + 
ブドウ コ ハ モ グリ Phyllocnistis toparcha ツタ SL + E 
Phyllocnistis sp. クヌギ SL + = 
ハモ グリ ガ 科 (Lyonetiidae) 
シャ リン バイ ハモ グリ ガ Lyonetia anthemopa シャ リン バイ L = + 
モモ ハモ グリ アガ Lyonetia clerkella ソメイヨシノ L = + 
ヒサ カキ ハモ グリ ガ Lyonetia euryella ヒサ カキ T + 
サル トリ イバラ シロ ハモ グリ Proleucoptera smilactis サル トリ イバラ OB + 
合計 21 11 





*Kobayashi et al. (2010) に より 学名 が 決定 され た . 


山 で は ササ 食 者 で ある ヒ カ ゲ チョ ウ 類 が 優 占 種 し な っ て お 
り , 縮 状 の 下層 植生 管理 が その 密度 に 影響 を 及ぼ す と し て 
BY, チョ ウ 類 と 同様 に カ ザ リ バ ガ の よう な ササ 食 者 の 密 
度 も 下層 植生 の 管理 方 法 の 影響 を 受け て いる 可能 性 が あ 
る . な お , 類似 度 Oy の 解析 で 2007 年 と 2008 年 の D 区 が 別 
の クラ スタ ー に 分 離し た の は , 2007 年 の 調査 地点 は ネ ザ サ 
の 放置 区 が 含ま れ , 2008 年 は 含ま れ て いな か っ た こと な 


ど , それ ぞ れ の 年 の 調査 場所 に お ける 植生 の 違い を 反映 し 
た こと に よる と 思わ れる . 


一 方 , 萌芽 更新 が 行わ れ た An お よび Eo KC, それ ぞ れ 
の 調査 区 の み で 確認 され た 種 は いな か っ た . し か し , これ 
ら の 調査 区 で は ナラ ガ シ ワ , クヌギ の 新 葉 を 利用 する ウス 
ズミ ホソ ガ の 洪 孔 数 が 多く ( 表 4), クヌギ の 新 葉 を 利用 す 
る コ ハ モ グリ ガ 属 の 一 種 Phyllocnistis sp. は , これ ら の 調査 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 





ZANETTI VAOR] ORRERA 


135 





表 9. 三 草 山 に お ける 2007 年 (07), 2008 年 (08) の 各 調 査 区 と 府 大 構内 で 採集 され た 潜 葉 性 小 
雌 類 の 種 構成 の 類似 度 (OS). 
A07 D07 Eo07 A08 DO08 C08 Ao08 E08 
D07 0.62 
E007 0.25 0.17 
A08 0.63 0.53 0.11 
D08 0.22 0.31 0.18 0.45 
C08 0.48 0.36 0.15 0.58 0.50 
A008 0.38 0.32 0.80 0.29 0.31 0.40 
E008 0.24 0.25 0.67 0.30 0.33 0.29 0.73 
Fudai 0.20 0.21 0.14 0.32 0.24 0.21 0.25 0.40 


1 0.8 
| | | | | ] 





Univ. 
Campus 





E。08 








Es07 


A。08 





D07 





A07 





A08 


D08 





C08 


M6. 2007・2008 年 に 「 三 草山 ゼ フ ィ ル ス の 森 」 OF 
調査 区 間 お よび 2008 年 に 大 阪 府立 大 学 構内 で 採集 
され な た 洪 葉 性 小 蜂 類 の 種 構成 の 類似 度 (0S) を も 
と に 和 群 平均 法 を 用 いて 作成 し た デン ドロ グラ ム . A, 
C, D, ENAK, 07,08 は 調査 年 を 示す . 


区 の み で 確認 きれ た こと に より , 類似 度 Oy の 解析 で も Ao 
と Eo 区 が 同じ クラ スタ ー を 形成 し た . この よう に , 調査 区 
ご と に 種 構成 に 差 が み ら れ た こと か ら 洪 葉 性 小 雌 類 の 種 構 
成 は 植生 環境 の 他 に 林内 の 明る さき , 下 刈 や 萌芽 更新 に よる 
新 葉 の 展開 な ど , 森林 管理 に よっ て さま ざま な 影響 を 受け 
る と 考え られ ただ た. 


以上 の よう に , 里山 林 に お ける 居 移 段階 の 異な る 林 分 の モ 
ザイ ク 構 造 に より , 全体 と し て の 種 多 様 性 が 高く な っ て い 
る と 考え られ た . し か し , 今回 は 不定 期 に 出現 する ブナ 科 
植物 の ラマ スシ ュー ト の 数 や 照度 ・ 天 空 率 な どの 環境 条件 
は 測定 し て いな いた め , 今後 は 管理 区 別に これ ら の デー タ 
を と り , 管理 ( 下 刈 や 萌芽 更新 ) の 影響 を 評価 する 必要 が 
ある . 


IL KS O BT RE 


本 研究 の 結果 , 潜 葉 性 小 峨 類 は , 三 草山 の よう な 里山 林 で 
は 市 街 化 地域 より も 種 多様 性 が 高く , 種 構成 も 大 きく 異な 
る と いう 傾向 が 示さ れ た ( 表 7-8). た と えば , 三 草山 と 府 
大 構内 で 共通 に み ら れ た ブナ 科 落 葉 広葉 樹 の うち 両 地点 で 
植 栽 本 数 が 多かっ た クヌギ を 利用 し て いた 種 に 注目 する 
と , 三 草 山 で は 4 科 8 種 と 多く , 府 大 構内 で は 2 科 2 種 で あ 
っ た . これ は , 三 草山 が 里山 林 と し て 継続 的 に 存在 し て き 
た の に 対し て , 府 大 構内 (中 百舌 島 キ ャ ン パ ス ) は 1966 年 
に 大 学 が 移転 し た 際 に 一 度 裸 地 化し た こと や , さま ざま な 
樹種 が 植 栽 され た 後 も 市 街 化 に よっ て 周辺 の 緑地 か ら 分 断 
され た こと が 影響 し て いる と 考え られ る . 


矢野 (1985) は , 潜 葉 性 小 蜂 類 の 一 種 で ある シイ モグ リナ チビ 
ガ Stigmella castanopsiella が , 浴 電 に よる 野外 で の 同定 が 容 
易 で ある こと , 自然 的 要素 が 残さ れ て いる 緑地 に 多く 生息 
し て いる こと か ら , 都市 緑地 の 自然 度 を 測る 指標 生物 と し 
て の 可能 性 を 示し て いる . 本 研究 で は , クヌギ を 寄主 と す 
る カミ ジョ ウキ ン モ ン ホ ソ ガ が 府 大 構内 だ け で 採集 され た 
DS, 本 種 が 都市 域 の 緑地 に 多く 生息 する か どう か , GRE 
ら に 調査 し 確認 する 必要 が ある . 一 方 , ニセ クヌギ キン モ 
ン ホ ソ ガ は , 三 草山 の 大 部 分 の 調査 区 で 採集 され , 府 大 構 
内 で も 採集 きれ た . この よう に , 環境 指標 と し て 利用 する 
場合 に は , 潜 葉 性 小 峨 類 の それ ぞ れ の 種 が どの よう な 環境 
に 生息 する か を 明らか に し な けれ ば な ら な い . 


また , 本 研究 に より 潜 葉 性 小 上 峨 上 類 は , 寄主 植物 と 潜 電 の 形 
状 で 種 を ある 程度 同定 で きる こと が 確認 され た . さら に は , 
生物 指標 と し て 利用 する 場合 , 潜 電 を モニ タリ ング する こ 
と で 種 の デー タ 収集 が で き る, 潜 了 妃 が 発見 され た 場所 で 確 
実に 発生 し て いる こと が 分 か る , 幼虫 の 発生 時 期 が 終わ っ 
て も 潜 孔 だ け で 種 を 確認 で きる . な どの 利点 を 備え て いる . 
ガ 類 を 環境 指標 と する 場合 , 特に 小 昆 類 で は チョ ウ 類 に 比 
べ て 同定 が 困難 で ある と いう 問題 点 が ある 一 方 , チョ ウ 類 
の ルー ト セ ン サ ス 等 で は 過小 評価 され る 照葉樹 林 な どの 生 
物 の 種 多様 性 を 評価 する 上 で 有用 で ある と され て いる VK 
渡ら .2007). 今後 鞭 妃 に よっ て 同定 が 可能 な 種 の デー タ が 
蓄積 きれ, それ ら の 定量 的 な デー タ 収 集 の 方 法 が 確立 され 
れ ば , 潜 葉 性 小 蜂 類 の 潜 志 に も と づく 環境 評価 が 可能 で あ 
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る と 考え られ る . 
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Summary 


Mt. Mikusa (564 m) is located on the boundary of Nose-cho, 
Osaka and Inagawa-cho, Hyogo, central Japan. Satoyama forest 
(coppice) composed of deciduous broad-leaved trees surrounds 
the mountain. For the purpose of conservation of the Satoyama 
fauna, focusing especially on “Zephyrus” butterflies (the thecline 
lycaenids), ca 14ha of the southeastern slope where Quercus 
aliena is concentrated have been reserved from April 1992 by the 
Foundation of Osaka Green Trust as “Mt. Mikusa Zephyrus 
Coppice”. 


On Mt. Mikusa, many investigations have been conducted of the 
butterfly assemblages , but little has been known until now about 
the microlepidoptera fauna, especially the leafminers. The purpose 
of this study is to discuss the possibility of using the leafmining 
microlepidoptera as a bioindicator based on an inventory of 
leafmining microlepidoptera at “Mt. Mikusa Zephyrus Coppice”, 
and comparison of the fauna with the urban greenbelt (Osaka 
Prefecture University campus). 


Investigations were carried out on Mt. Mikusa, at three sites (A, 
C, D) where vegetation and height of the trees, management 
methods of undergrowth mowing were different, and at an additional 
two sites (Ao, Eo) where logging was carried our within the past 
two years. Leaf mines constructed by lepidopteran larvae were 
collected by two researchers once a month at each site from April 
to November 2007 and from April to October 2008. The leafminers 
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were reared in the laboratory and were identified after the adults 
emerged. 


As a result, a total of 34 species (10 families) of leafmining 
microlepidoptera was collected. 8, 8, 7, and 4 species emerged 
respectively from Quercus aliena, Q. acutissima, Castanea crenata, 
and Q. serrata. In the Satoyama of Mt. Mikusa, some deciduous 
broad-leaved fagaceous trees such as Q. aliena were utilized as 
the host of many leafmining microlepidoptera. 


At site A, there were many short shrubs of Q. aliena and the forest 
floor received much sunlight, and many mines of the gracillarids, 
such as Phyllonorycter acutissimae and P. rostrispinosa, were 
found. At site C, there were fewer numbers of both the species 
and individuals (mines). At site D, mines of Cosmopterix fulminella 
which feed in the leaves of ground bamboo were predominantly 
found, which reflected the vegetation, where ground bamboo grew 
thickly without weed clearing. At sites Ao and Eo, there were many 
mines of Acrocercops unistriata using the young shoots of Q. 
aliena and Q. acutissima. In addition, Phyllocnistis SD.1 
(Phyllocnistinae, Gracillariidae), using the young shoots of Q. 
acutissima, was collected only at sites Ao and Eo. 


At Mt. Mikusa, we found that various leafmining microlepidoptera 
were present and mainly utilized deciduous broad-leaved fagaceous 
trees as host-plants. In addition, it was thought that the species 


composition was affected by forest management such as logging 
or weed clearing in addition to the vegetation. 


We conducted a similar survey of the leafmining microlepidoptera 
fauna on the campus of Osaka Prefecture University located in 
the urban area of Sakai city, Osaka from April to October in 2008 
in order to compare it with those of Mt. Mikusa. On the University 
campus, | 1 species (four families) of leafmining microlepidoptera 
were collected. The species compositions of leafmining 
microlepidoptera fauna in both localities were different. On the 
University campus, the species were composed of botanical or 
agricultural pests such as Bucculatrix firmianella, Lyonetia 
anthemopa, and Phyllocnistis citrella. Only three species, two 
nepticulids and a gracillariid, which feed on Quercus trees, were 
common to both localities. 


As described above, the species diversity of leafmining 
microlepidoptera is rich in the Satoyama forest, and species 
composition is characteristic in each locality in the Satoyama 
forest and urban university campus, and species composition is 
affected by various types of forest management. Therefore, it is 
suggested that the leafmining microlepidoptera could be used as 
an environmental indicator. 


(Received June 29, 2011. Accepted June 18, 2012) 
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RN 調査 区 
Ge Se A D bh 外部 合計 

ET FEAF (Nepticulidae) 
クヌギ モグ リナ チビ ガ Stigmella kurokoi FIN ZY 7 7 
Stigmella sp. クリ 4 4 8 
Ectoedemia sp. ネジ キ 16 16 
ツヤ コガ 科 (Heliozelidae) 
クリ ナビ ツヤ コガ Heliozela castaneella クリ 3 1 4 
マガ リガ 科 (Incurvariidae) 
ホソ バネ マガ リガ Vespina nielseni クヌギ , コナ ラ , ナラ ガ シ ワ リ ワ 46 18 64 
ヒト スジ マガ リガ Alloclemensia unifasciata ガマ ズミ 11 6 17 
クリ ヒメ マガ リガ Paraclemensia oligospina クリ 4 8 12 
クロ ツヤ マガ リガ Paraclemensia incerta ネジ キ 14 14 
ム モ ン ハ モグ リガ 科 (Tischeriidae) 
クヌギ キハ モグ リガ Tischeria quercifolia クヌギ , コナ ラ , ナラ ガ シ ワ , クリ 2 4 36 42 
ヒサ カキ ム モ ン ハ モグ リ ** Coptotriche japoniella ヒサ カキ 5 5 
F E NE} (Bucculatricidae) 
クリ チビ ガ Bucculatrix demaryella* クリ 5 5 
クヌギ ナビ ガ Bucculatrix tsurubamella* ナタ ガメ ツ 1 1 
AR HF} (Gracillariidae) 

ホソ ガ 亜 科 (Gracillariinae) 
ツツジ ハマ キ ホ ソ ガ Caloptilia azaleella ER LIZ 12 12 
カキ アシ ブサ ホソ ガ Cuphodes diospyrosellus カキ ノ キ 4 4 
ウス ズミ ホソ ガ Acrocercops unistriata クヌギ , コナ ラ , ナラ ガ シ リ ワ 2 18 33 53 

キン モン ホソ ガ 亜 科 (Lithocolletinae) 
フジ ツヤ ホソ ガ Hyloconis wisteriae フジ 19 19 
ガマ ズミ ニセ キン ホソ ガ Cameraria hikosanensis コバ ノ ガ マズ ミ 13 13 
クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter nipponicella クヌギ 10 10 
ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter acutissimae クヌギ , コナ ラ , ナラ ガ シ ワ 63 11 74 
ヒメ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter pygmaea クヌギ , ナラ ガ シ ワ , クリ 48 9 57 
ハス オビ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter rostrispinosa IFI, ナラ ガ シ ワ , クリ 58 17 75 
ヤマ トキ ン モ ン ホ ソ ガ Phyllonorycter japonica イヌ シ デ 7 7 
ネジ キキ ン モ ン ホ ソ ガ Phyllonorycter lyoniae ネジ キ 20 20 

コ ハ モ グリ ガ 亜 科 (Phyllocnistinae) 
ブドウ コ ハ モ グリ Phyllocnistis toparcha ZJ 3 3 
Phyllocnistis sp. クヌギ 3 3 
ハモ グリ ガ 科 (Lyonetiidae) 
ヒサ カキ ハモ グリ ガ Lyonetia euryella ヒサ カキ 1 3 4 
サル トリ イバラ シロ ハモ グリ Proleucoptera smilactis サル トリ イバラ 6 3 9 
クサ モグ リガ 科 (Elachistidae) 
キン モン クサ モグ リガ Elachista similis ネ ザ サ 2 13 15 
カ ザ リ バ ガ 科 (Cosmopterigidae) 
カ ザ リ バ Cosmopterix fulminella ネ ザ サ 5 56 61 
キバ ガ 科 (Gelechiidae) 
ギン チビ キバ ガ Cnaphostola angustella クヌギ 1 1 
*Kobayashi er al., (2010) に より 学名 が 決定 され た . 
** 佐藤 (2011) に より 和 名 が 与え られ た . 

NII-Electronic Library Service 





The Lepidopterological 


Society of Japan 














「 三 草山 ぜ ゼ ぜ フ ィ ル ス の 森 」 ME 139 
付表 2. 2008 年 に 三 草 山 で 各 調 査 区 に お いて 確認 まれ な た 潜 葉 性 小 蜂 類 の 種 と 寄主 植物 ご と の 潜 孔 数 . 
種 名 寄主 調査 区 
A D C Au Eo 外部 合計 
モグ リ チ ビ ガ 科 (Nepticulidae) 
クヌギ モグ リ チ ビ ガ Stigmella kurokoi FIN AY 1 1 2 
ズ グ ロモ グリ ナチ ヒガ Stigmella fumida クヌギ 1 1 
Stigmella sp. グリ 1 1 
Ectoedemia sp. ネジ キ ] 1 
ツヤ コガ 科 (Heliozelidae) 
クリ チビ ツヤ コガ Heliozela castaneella クリ 2 2 
マガ リガ 科 (Incurvariidae) 
ホソ バネ マガ リガ Vespina nielseni ボラ いい ホテ カジ リツ 3 7 4 14 
ヒト スジ マガ リガ Alloclemensia unifasciata ガマ ズミ 1 3 4 
クリ ヒメ マガ リガ Paraclemensia oligospina クリ 1 1 2 
ム モ ン ハ モグ リガ 科 (Tischeriidae) 
クヌギ キハ モグ リガ Tischeria quercifolia クヌギ 24 24 
ヒサ カキ ム モ ン ハ モグ リ ま ** Coptotriche japoniella ヒサ カキ 2 4 3 9 
ホソ ガ 科 (Gracillariidae) 
ホソ ガ 亜 科 (Gracillariinae) 
ナツ ハゼ ホシ ボ シ ホ ソ ガ Parornix sp. ナツ ハゼ 2, 9 11 
カキ アシ ブサ ホソ ガ Cuphodes diospyrosellus カキ ノ キ 4 4 
フジ ホソ ガ Psydrocercops wisteriae フジ 29 29 
ウス ズミ ホソ ガ Acrocercops unistriata クヌギ , ナラ ガ シ リ ワ 29 8 37 
キン モン ホソ ガ 亜 科 (Lithocolletinae) 
クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter nipponicella _ クヌギ 16 16 
ニセ クヌギ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter acutissimae クヌギ , IFI, ナラ ガ シ ワ , クリ B 7 6 23 7 3 89 
ヒメ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter pygmaea クリ 15 15 
ハス オビ キン モン ホソ ガ Phyllonorycter rostrispinosa AFF, ナラ ガン シンワ, クリ 49 1 50 
オビ ギン ホソ ガ 亜 科 (Oecophyllembiinae) 
イヌ ツゲ オビ ギン ホソ ガ Eumetriochroa miyatai ソ ヨ ゴ 3 4 7 14 
コ ハ モ グリ ガ 亜 科 (Phyllocnistinae) 
Phyllocnistis sp. クヌギ 4 1 5 
クサ モグ リガ 科 (Elachistidae) 
ギン モン クサ モグ リガ Elachista similis ネ ザ サ 1 1 


サパ 5 キシ ww キモ w セ wbw セ b シ vb シモ V$ シ ポ '_"__ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


** 佐藤 (2011) に より 和 名 が 与え られ た . 
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